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非常に注目されているものである｡我々は従来の構成に多少の工夫を加え,自作のより

楽なものとした.色素にRh6Gを用い 1WのArレーザーで励起 した時に 5650-6290

Åで出力約 30mW を得ることができた｡また色素にDODClを少量混ぜることによっ
(⊃

て 5890-6075AでCWモー ドロック発振させることもできた.

分子に於けるP｡larizati｡nspe｡tr｡sc｡pyは最初 Teetsらによって行なわれたものでミ)光

励起によって生ずる二色性や複屈折を利局したものである｡この方法によって複雑な吸

収スペクトルを簡単化でき,また従来の吸収分光では観測不可能だった弱い吸収線を観

測することも可能である｡

我々は円偏光したArレーザー光をNa2に照射することによって基底バンドの特定の

振動回転準位に異方性をっくり,この準位からの吸収線の波長で生ずる円偏光二色性等

を直交偏光子を用いて,CW色素レーザーでプローブすることにより,この準位からの

吸収線を選択的に観測した｡その結果Aバンドの Ⅴ′が15-35といった高振動励起 状

態-の吸収線を観測できた｡この結果を現在知られている Ⅴ′が′トさい所での分光定数

を外挿 して計算 した値と比較することにより,高振動励起状態に於ける実測値と計算値

の差の回転量子数 (J′)依存性の傾向をっかむことができた｡
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AgNa(NO 2)2の光 スペク トル

萩 行 正 憲

AgNa(NO2)2は,NaN02と類似の結晶構造をもち,38ccを転移点とするorder-

disorder型の強誘電体である｡この結晶の光スペクト′レは,NO2基に関係した振動微

細構造を示す等興味ある特徴を有する｡本研究では,A;ィォンによる enhancementを

受けるとされている三重項吸収及びラマンスペクトルが,相転移によってどのような影

響を受けるかを調べる目的で,これらのスペクトルの温度変化を測定した｡
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図 1は三重項吸収帯の強度の

温度変化を示 したものである｡

E⊥b成分の強度はほとんど変

化していないが,Eクb成分は

転移点付近で急激に減少してい

る｡ 一方,ラマンスペクトルの

リ2線 (NO2-基の変角振動に対

応)は,図2のように低温では

2本 (832cm-1,858cm-1)に分

裂しているが,温度上昇ととも

に第 3(～845C7訂1) 及 び第 4

(～834C7nll)の成分が現われ,
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その強度が増大している｡

X 線回折によると,NO;基にはAg向き及び

Na向きのものが存在し, ferro相 とpara相では

その配向比が異なると報告されている｡そこで上

記の実験事実を転移にともなうN02 の配向比の

変化と結びつけて考察した結果,以下のことがわ

かった｡

(1) AgNa(NO2)2の三重項吸収はAg向きNO2

基に起因し,温度上昇にともなう強度の減少は

Ag向きNOJ基の個数の減少として理解でき

る｡

(2) レ2ラマン線の温度変化も同じくNO2-基の配

向比の変化で説明でき,第 3及び第 4の成分は

反転 したNOJ基に対応づけられるo
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